
臨床研究実施のお知らせ

研究情報の公開について（オプトアウト）

目的を含む研究の実施についての情報を公開し、患者さんが研究への参加をいつでも制限・拒否

できる機会があることを「オプトアウト」といいます。

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を研究目的に利用または提供される

ことを希望されない場合は、下記の「お問い合わせ先」へご連絡ください。

研究課題名 2 種類の栄養評価ツールの関連性に係る実態調査研究

本研究の

研究責任者
関西電力病院 真壁昇

当院の責任者 近森病院 臨床栄養部 宮島功

研究目的

栄養状態を評価するツールは、複数あるが標準化されたものが確立されて

いない。そこで、病態栄養学会が推奨する「病態栄養学会基準 2008」と低

栄養診断基準である「Global Leadership Initiative on Malnutrition

(GLIM)基準」における栄養評価結果の関連性を検証することを目的とする。

研究期間 2026 年 10 月 1日 ～ 2026 年 12 月 31 日

研究方法

入院中の成人患者を対象として病態栄養学会基準 2008 および GLIM 基準を

用いてそれぞれ栄養状態を評価し、栄養不良または低栄養に該当する者の

割合を比較する。本調査は、入院した成人患者を対象とした多施設前向き

調査試験であり、目標症例数を 6,000 例としている。日常診療の中で行な

っている GLIM 基準による低栄養診断に加え、栄養アセスメント項目（体重

変化、筋肉の喪失（身体診察）、BMI）の評価を行う。また、評価項目とし

て、身長、体重、入院時病名、既往・併存疾患・入院前の食事摂取量など

があるが、本研究のために追加する検査などはない。

情報の提供先 関西電力病院

個人情報の

取扱い

被験者の同定は、被験者識別コードを用いて行う。研究実施責任者又は研

究分担者は、被験者を特定しうる資料を機密事項として厳重に管理する。

利益相反に

ついて
本研究の実施にあたり、利益相反は発生し得ない。

お問い合わせ先 近森病院 臨床栄養部 宮島功


